
3 月を迎え、春の訪れが待ち遠しい季節になりました。時折、冬型の低気圧が現れ、冷たい北風とともに

冬将軍が訪れては去っていくことをまだ繰り返しています。一方で、南風が吹いて暖かい日には、花粉が大

量に飛散し、花粉症の注意報を最近よくテレビで見るようになりました。気温の変動が大きく、体調を崩し

やすい、忙しい年度末ですが、皆様、無理をなさらずにご自愛ください。こんにちは、院長の喜多です。 

先月末に、北大の恩師の退官記念式典に出席するために、北海道へ行って参りました。その際に、少し足

を延ばして、網走の流氷観光を体験しました。皆様は、流氷をご覧になったことはありますか。現地でガイ

ド付きのツアーに参加して、まず流氷観光砕氷船のおーろら号に乗船し、片道 30分間の運行で網走沖に出

て、海に漂う白い流氷群を運良く（遭遇する確率は約 30％と言われていますが）見ることが出来ました。 

流氷は、春の訪れを知らせる風物詩の一つだそうです。オホーツク海沿岸に位置する紋別、網走、知床で

は船で流氷観測が出来て、毎年１月中旬から３月中旬が観光シーズンにあたります。特に流氷が最も海岸線

へと近づく「流氷接岸日」辺りの２月中は、高い確率で流氷観測が出来ます。地球温暖化の影響か、ここ数

年は、北風が吹いて気温も氷点下まで下がって流氷が岸まで押し寄せた後に、南風が吹いて気温が０℃以上

になって流氷の一部が溶けて沖へ押し戻されることがあり、日々の天候の変化により、流氷の姿や位置が目

まぐるしく変わるそうです。昔であれば、一度接岸した流氷（定着氷）は、気温が高くなる３月までは、一

度も岸から離れることはなかったそうです。最近の網走のクルーズ船では、流氷が遠方の沖に移動して、30

分間の航行時間内では観測出来ないことや、極端に薄い氷しか現れないことで、欠航する日もあるようです。 

網走は、イタリアと同じくらいの北緯 44度で、オホーツク海沿岸では海が凍る南限になります。北海道

で見られる流氷は、まず極寒のオホーツク海北部の海水の表面が、シベリアからの北風で冷やされて薄い氷

（海氷）となり、それらが海流で流されて流氷と呼ばれ、南下するにつれて氷の厚みが増していきます。最

初はハスの葉のような薄くて美しい流氷ですが、流氷同志がぶつかり合いながら大きく成長して、大きな岩

の様にもなります。今回の旅では、海上で白く美しく雪化粧をした知床連山を望みながら、様々な形の流氷

を観測することが出来たので、流氷が何処からどのように出来るのかという、大自然の氷の謎がとけました。 
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